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あらまし情報技術の発展により、人類が生み出す情報量は飛躍的に増大している。また，情報

を永続的に蓄積するストレージに関しては，ディスクドライブ技術等の急速な進展により高密度化

が進み，極めて大容量のストレージシステムが広く実用されるようになりつつある．

大容量化に伴い，ストレージに対する要請は大きく変化している．大容量であることはもはや特

別ではなく，代わって，容易な管理を実現し，同時にアクセスの高速化と可用性の向上を可能とす

る技術が求められている．

単なる記憶装置から，情報を管理するより高度な装置へのストレージの転換を支える技術の一つ

が，近年急速に普及しているストレージネットワークである．ストレージネットワークにより，単

にサーバに従属する存在であったストレージを有機的に接続し、高度のタスクを実行可能なスト

レージシステムを実現することが期待されている．

本ミニサーベイではストレージネットワークを中心としたストレージ技術の動向を紹介する。ま

ず、昨今のストレージを取り巻く環境の変化について述べる。その後、ストレージネットワークを

紹介し，その応用技術であるストレージ仮想化，サーバフリーバックアップ，SANファイルシス

テムなどを紹介する。最後に、ストレージ技術関連の最近の話題である共通管理プロトコルと IP

ストレージに関して述べる．
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